




















































（９）今後の方向性

○福祉と教育が連携し、各地域のひろば訪問を通し信
頼関係を築き、家庭への訪問支援へつなげる。

○研修会や行事等での託児を通して、保護者との連
携を図り、相談や訪問支援などを行う。

○既存の会議や研修会などを活かし、子どもの育ちや
家庭教育に関する情報共有をすすめ、関係者の連携
体制を構築していく。

○各地域のまちづくり協議会等に家庭教育推進及び
人材確保や育成など働きかけていく。
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